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第 1章緒 言
パV トテン酸(以下 Pa-A)，の代謝に於ける意義については， Harris & Thimanrがりによ
り詳述されているO 叉発育旺盛なる小児期に本ピタミン代謝が旺盛であり，殊に乳児期に於て
体重当証の尿中排池量が最大である事は既に示した所であり，本ぜグミンと発育の密接なる関
係より乳児期の主要食品である乳汁中 Pa-A量の測定を行った。
第 2章検査方法並がに検査材料
第 1節検査方法 
Lb. arabinosus 17.，.5を用うる徴生物学的方法に
ょった。基礎培地，定量は前報に記した如くで，標
本の前処置は Coryel1ω等の方法に従って行った。
脱脂はエーテル処理によった。
第 2節検査材料
母乳は千葉大学産婦人科，賛育会産婦人科の入院
産婦並びに千葉大学小児科入院患児の母親より採取
した 71例，午乳は千葉農業技術研究所より 40例，
市販牛乳 8例及び処理乳6例を使用した。
第 3章検査成績
‘第 1節人乳中パシトテユ/酸量
第 1項人初乳中ノξユ/トテシ酸量
分娩後 24時間の初乳中 Pa-A量は，表 1の如く 
0.42~1. 10μg/ml，平均 0.62μg/ml，第 2 日では， 
0.60~2.00 内/m1，平均1.35問 /ml，第 3日では， 
1.70~3.90μg/ml，平均 2.66μg/ml，第 4 日では， 
1.35--3.10μg/.ml，平均 2.42μg/ml，第 5日では，
2.62~3.75μg/ml，平均 3.14μg/ml，で推計学的に 
1日， 2日， 3日以後と有意の上昇を示す。個人差は 
大きいが，乳汁分泌が旺盛になるにつれて， Pa-A 
含量も増加する。
第 2項人成熟乳中パ Yトテ y酸量
生後 10日から 1カ月迄の乳汁 1ml中の Pa-A量
は1.45--3.52μg/ml，平均 2.58μg!mlで，其の後 2
カ月迄では， 1.32~3.05μg/ml， 平均 2.18μg/ml， 
3カ月迄では， 1.25~3.90μg/ml，平均 2.27 pg/ml， 
4カ月迄では， 1. 52--3.30μg/ml，平均 2.31μg/ml， 
5カ月迄では， 1. 11--3.29 pg/ml，平均 2.38μg/ml， 
6カ月迄では， 1.99~3.50μg/ml，平均 2.48μg/ml ， 
7 --12カ月迄では， 1.99 ---3.78μg/ml，平均2.44 
μg/m1，13--29カ月迄では， 1.27.-.4.52問 /m1，平
均 2.77μg/mlであり， 推計学的に各月間に有意の
差は認められなかった。叉3日以後のお]乳とも有意
差が認められなかった。
初乳より成熟乳の Pa-A含量の推移を示すと，
図1の如<，初乳第 1日に著明な低値を示し，以後
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第 1表人，初乳及び成熟乳中パy トテ y酸量
伊議|測定値問/ml I訪3Z1U2
0.62 0.0955初 1 日 0.42， 0.44， 0.90， 1.10， 0，50 
1.38 0.23582 日 0.60， 1.25， 1.55， 2.00， 
2.663 日1.70， 2.43， 2.60， 3.90， 
2.42 0.23334 日1.35， 2.49， 2.75， 3.10， 
3.14乳 5 日 2.62， 2.84， 3.23， 3.75， 
第33巻
平均4.47pg/ml，第 10日では， 
3・65---4.10同/ml平均 3.85pg/ 
mlであり， 第 1日は以後の初
乳と有意差を認める。叉 2--5
日の牛初乳は， 2---5日の人初
乳に比し有意の高値を示した。
第 2項牛成熟乳中
ノξyトテン酸量
1 月 2.40， 3.52， 2.75， 1.45， 2.56 2.58 0.4528 
2.78， 
成 2 月 2.45， 1.32， 2.10， 3.05， 1.99 2.18 0.4005 
3 月 1.25， 2.44， 2.67， 1.55， 3.90 2.27 0.9264 
1.78， 

4 月
 3.33，2.50， 2.66， 2.44， 1.52 
熟 1.68， 2.01 2.31 0.5083 
5 月 1.11， 3.29， 2.40， 2.71 2.38 0.8501 
6 月 2・58， 3.50， 2.25， 2.07， 1.99 2.48 0.4184 
7-- 2.01， 1.99， 2.40， 2.77， 1.94 
乳 12月 2.91， 3.78， 202， 

13 -- 4.52， 3.53， 3.53， 3.93， 2.51 2.77 1.1701 
29月 1.96， 2.13， 1.27， 1.59， 
第 1図 人初乳及び成熟乳中パントテシ酷量
牛成熟乳中 Pa-A量は， 2.20. 
--5.21μ gjml，平均3.72μgjml
であり，人成熟乳に比し有意の
高値を示した。
初乳より成熟乳の Pa-A含量
の推移を示すど 2図の如く初乳
第 1日に著明な低値を示し，第 
2日に激増し，以後漸増して第 
8日目噴に最高値を示し，や L
低下して成熟乳に移行すると見
られる。
第 3節乳製品中
メシトテン酸量
市販乳中 Pa-A量は第3表の
如く， 3.21~4.24μg/ml，平均 
3.64μg/mlであり，人成熟乳に，。 
。o 比し有意の高値を示した。粉乳
では， 70%加糖全脂粉乳を 20 
gjdlに溶解し，其の 1ml中 
4.93""-'5.25 pgjml，平均 5.09月 
/mlであった。
全乳を 2倍に濃縮してあるエ
」一一一.J バボレーテッドミルグでは，ー 12 13 - 29月
漸増して， 5日目噴に最高を示し，や L低下して成
熟乳に移行し，以後は略々平坦な曲線を画くと見ら
れる。
第 2節牛乳中バシトテシ酸量
第 1項牛初乳中バシトテシ酸量
牛初乳 1ml中の Pa-A量は， 2表の如<， 24時
間迄では， 1.52---1.筋肉/ml，平均1.71μg/ml，第 
2日は， 3.15--4.10 pg，平均 3.71μg/ml，第 3日
迄では， 2.65--4.25μg/ml，平均3.41月 /ml，第 4
日では， 3.20--5.12ρg/ml，平均3.93pg/ml，第 5
日では 2.85--4.97μg/ml，平均3.84pg/ml，第6日
では 3.58--4.12μg/ml，平均4.25μg/ml，第7日で
は， 4.10μ gjml，第 8日では， 3.65--5.55μ gjml， 
}守一一， 7.00--8.51μgjml，平均7.92pg 
/mlで生午乳，市販乳と差がなかった。
第4章者按並びに総括
乳汁中 Pa-A酸量の測定法には，酵素分解により
結合 Pa-Aを遊離し，遊離 Pa-Aと共に測定する方
法と，遊離 Pa-Aのみを測定する方法とが行われて
いる。 Lawrenceet al，(3)(ρ，Davis et al(5)は，
両方法にて同一標本を測定し，酵素分解よりも水分
解により高値を得， ミルグ中には結合 Pa-Aは殆ん
ど存在せず，為に酵素分解を用うると，分解過程で 
Pa-Aの破壊を伴うであろうと述べてし、る。著者も
ミラ{ゼ Pによる酵素分解法(6)と71<解法ωを比較
したが，著明な差を認めなかった故， 71<解法を以っ
て実験を行った。人初乳及び成熟乳中 Pa-A量につ
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第 2表午初乳及び成熟乳中のノミン.テトシ酸量
第 2図牛初乳成熟乳中パンテン酔量 
分娩後[測定値四/mlZ/Ei12 
μZ日数 | 
1 日 1.52， 1.73， 1.85， 1.75 
2 日 3.15，4.10，3.57，4.00 
初 3 日 2.65，2.95， 3.78，4.25 
4 日 3.95，. 5.12，3.20，3.43 
5 日 4.00，4.97，2.85，3.55 
6 日 4.12， 5.68，3.60，3・58 
7 日 4.10 
手L 8 日 4.21， 5.55，3.65 
9 日 
10 日 4.10，3.85，3.65，3.78 
1.71 
3.71 
3.41 
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成熟乳 
3.15，2.65，3.20，2.20 
0.1392 
5.21， 5.15，3.35，4.85 
いては， Coryellω は初乳第 1日は比較的低 第 3表 乳製品中バユノトテン酸量
値を示し， 3乃至 4日に急激なる上昇を来し， 測定値 μg/ml I平均|iμg/ml I 
以後 10日迄漸増し， 10日から 2カ月までに 市 販 手L13.63".3.85.3.21'.3.48||
0.0952 -1 3.64柏、々減少し成熟乳に移行すると述べてし、る。
3.41，3.65，3.65，4.24 
其の値は，第1日48μg/100ml，第4日245
μgj100ml，第10日304μg/ml，成熟乳では 粉乳20州 5.25，4.93，5.08 
256μg/mlと述てし、る。 Lawrence(4)は人乳 エパポレ;l--混一 I 8.5]テッドミ グ 1，7.25，7.00 
中 Pa-A量は平均 246μg/100mlと報告し， 
P3att(7)は平均256μg/100mlと報じ， 著者の叡乳 Pa-A量は， Hodson(9)は irradiotedevapoloted 
第 1日0.62μg/ml，3日2.66pg/ml，5日3.14pg/ milk，dyry skim，又は drywhole milk等の 
ml，成熟乳 1~29 カ月平均値の 2.31~2'77μg/ml 処理乳で Pa-A量の著明な被少を認、めなかったと述
は略々諸家の成績と同一傾向を示す者である。 ベ， Lawrence(3)は，低温殺菌及び高温短時間殺菌，
牛乳中 Pa-A量については， Lawrence(3)は，初 2時間日光爆露にて，殆んど Pa-Aの破壊を認めな
乳では比較的f尽く，初め1.5μg/mlにて，漸増し， 9 かった。著者の市販乳及びエパミルクの測定値に於
日では 4.0μg/mlと最高値に達し， 其の後 3.5μg/ ても，生牛乳に比し，略々同ーの値を示した。粉乳 
mlに下ると述べ， Peason(8)は24時間迄は1.73pg は柏、々高値を示したが肝臓末の添加等が影響してL、 
/ml，第 2日3.20μg/l，1I，第 4日4.24μg/ml，以後 るのではないかと考えられる。人乳と牛乳と比較す
は同ーの値で，成熟乳では 3.67μg/mlと述べられ ると牛乳中 Pa-A 量は老/~乳，成熟乳共に， 1.5~2 
ているo私の第 1日1.71μg/ml，2日3.71μg/ml， 倍の高値を示した。此のことは，牛の発育が人間に 
8日4.47pg/mlで最高に達し， 10日には 3.85月/ 比レ急速であり，本ピタミンが発育と密接なる関係 
ml，成熟乳では 3.72μg/mlの値は略々上記の 2者 を有する点より興味ある事実と考えられる。
の値と同一傾向を示すものであった。市販乳中の
第 5章結 語
人乳 71例，生牛乳幼例，市販乳 8例及び乳製品中の Pa-A量を， Lb. arabinosus 17-5に
よる微生物学的方法により測定し，次の成積を得た。 
(1) 人乳では，各平均値を示すと，初乳第 1日0.62μg/mI，第 2日1.35μg/mI，第 3日以
後 5日迄は 2.42"，， 3.14μg/mI，成熟乳 1"，， 29ヶ月 2.18"，， 2.77fLg/mIにて， 推計学的に初乳第
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1日，第 2日， 3日以後と有意の上昇を示す。成熟乳では各月間に有意の差なく，叉 3日以後
の初乳とも有意差を認めながった。 
(2) 牛初乳では各平均値で第 1日1.71μgjml，第 2日3.71μgjml， 3日以後，_， 10日迄は 
日は以後の初乳に比し，有意の低値1にて，初乳第3.72μgjml，成熟乳は4.47μgjml，._3.41
を認め， 2日以後の初乳聞には有意差なく，叉成熟乳とも有志差を認めなかった。叉 2 5日"，，-， 
日の人初乳及び人成熟乳に比し，夫々有意の高値を示した。5，._2の牛初乳及び牛成熟乳は， 
(3) 処理乳中の Pa-A量は略々生牛乳と差を認めなかった。
摺筆に当り，恩師佐々木教授の御指導，御鞭撞，千農業技研，細田農学博士の御厚意に深謝し
ます。
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